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《 馬 道 地 区 町 会 連 合 会 》 

日時：７月５日（金） 午後３時から（会 場：馬道区民館） 

 

 

◇ごみの分別回収について 

質問 回答 対応 

今年の10月から、区内の一部地域でプ

ラスチックごみの分別回収を開始し、来

年の４月から区内全域で実施すると説明

を受けましたが、分別の仕方が難しいな

というのが率直な感想でした。 

馬道地区では浅草３丁目から７丁目が

10月から回収開始と聞いています。高齢

の方や外国人の方も多く居住しているの

で、混乱が生じないよう周知の徹底をお

願いします。 

区では、循環型社会の実現に向け、現在燃

やすごみとして収集しているプラスチック

を資源化するため、分別回収を開始します。 

分別方法については、区ホームページに掲

載しているほか、広報たいとう６月20日号の

１面に記事を掲載しました。 

また、イラストや図でわかりやすく説明し

たパンフレットを７月から順次、全戸に配布

します。外国の方にもご理解いただけるよ

う、このパンフレットは７か国語版でも作成

しています。 

このほか、11地区町連の全ての地区で説明

会を予定しています。別途、マンションの管

理組合向けにも説明会を行なっています。 

新たな取り組みであるため、区民の皆様に

ご理解いただけるように丁寧な説明に努め

てまいりますので、不明な点はいつでもお問

合せいただきたいと思います。 

 

※現在、パンフレットは10か国語版を用意し

ています。（清掃リサイクル課） 

〇 
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◇銭湯について 

質問 回答 対応 

馬道地区内には４軒の銭湯があります

が、台東区は銭湯密度が都内最高である

という記事が広報たいとうに載っていま

した。各銭湯では特色を出したり、様々な

イベントを実施したりするなど努力をし

ているようですが、燃料代の高騰なども

あり、経営は厳しいと聞いています。 

銭湯文化を絶やさぬよう、区としても

銭湯の利用促進に向けた取り組みを続け

ていただきたいです。 

本区における公衆浴場は、地域の方々の交

流の場や見守りの役割を担っており、区民の

方にとっても大切な場です。 

現在区では、公衆浴場組合に対する助成

や、各浴場の設備改善等を行う場合の助成を

設けており、区内の公衆浴場を経営する方々

にご利用いただいています。 

しかし、昨今の燃料費や物価の高騰によ

り、厳しい状況であることは、区も認識して

います。そのため、これらの助成制度が、さ

らに経営の安定化につながるよう今後も検

討してまいります。 

また今年度、区では「高齢者ふれあい入浴

事業」を拡充しました。具体的には、「高齢

者ふれあい入浴券」の対象者および給付枚数

を拡充し、さらに65歳以上の方を対象とした

公衆浴場無料開放の日数を増加します。 

今後とも浴場利用者の拡大に向けて、引き

続き取り組んでまいります。 

─ 



- 7 - 
 

◇旧竜泉中学校跡地の福祉施設について 

質問 回答 対応 

先日、愛称募集があり、資料を拝見しま

したが、施設の内容がわからないところ

がありましたので、改めて整備する新施

設の内容を教えていただきたいです。 

現在、旧竜泉中学校跡地には「特別養護老

人ホーム」と「竜泉福祉センター」の２つの

施設を建設しています。特別養護老人ホーム

は、定員176名で、来年３月に開設予定です。 

そして、先日、愛称を募集していた竜泉福

祉センターは、介護予防や認知症対策、介護

サービス事業者への支援等の高齢者福祉施

策の充実や、高齢者をはじめとする区民の皆

様の交流の促進等を図ることを目的に整備

する施設です。開設は今年の10月１日を予定

しています。 

地上６階建の当施設は、様々な活動の場と

してもご利用いただけますので、多くの方に

ご活用いただきたいと思います。 

 

※令和６年10月１日に「竜泉福祉センター

『いきいきてらす』」、令和７年３月１日

に「特別養護老人ホーム竜泉」を開設しま

した。（高齢福祉課施設整備担当） 

─ 
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◇令和７年の大河ドラマについて 

質問 回答 対応 

来年放送されるNHKの大河ドラマ「べら

ぼう」の舞台が江戸時代の吉原が中心に

なると聞いています。 

江戸の歴史や文化を広める良い機会だ

と思いますので、地域が活性化するよう

な取り組みをお願いします。 

いよいよ、来年から大河ドラマ「べらぼう

～蔦重栄華乃夢噺～」の放映が始まります。 

区では、この放送を契機として、官民で組

織する『台東区大河ドラマ「べらぼう」活用

推進協議会』を今年の１月に設立し、まちの

賑わい創出や区内経済のさらなる活性化へ

の取り組みを進めています。 

活用推進協議会では、台東区民会館に「大

河ドラマ館」を、また吉原会館（吉原六ケ町

会会館）にはゆかりの地巡りの拠点となる施

設を開設してまいります。 

そのほかにもイベントの開催や、様々な機

会を捉えての広報プロモーション活動によ

り、江戸から続く歴史や文化の魅力の発信に

取り組む予定です。 

一方、区では区内事業者向けに、「蔦屋重

三郎」や「江戸文化」に関連した商品開発等

の支援を行なっています。 

今後とも活用推進協議会とともに、まちの

賑わいの創出や区内経済のさらなる活性化

を図ってまいります。 

─ 

 


